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研究成果の概要（和文）：放射線治療を行う頭頸部癌患者を対象として、放射線治療後の晩期障害である嚥下障
害の原因として舌運動機能障害の可能性に着目し、舌運動機能障害の頻度と要因について解析を行った。
2019年11月～2023年9月にかけて91例の患者を登録した。全例でSIB-VMATを用い、総線量70Gy/59.4Gy/54Gy/を行
った。
2023年11月に登録した症例のうち50例を対象に解析を行った結果、40%の症例で放射線治療前と比較して10%以上
の舌圧低下を認めた。舌圧低下に至る線量因子については、舌の40Gyと50Gy以上の照射を受ける体積割合、およ
び平均線量が舌圧低下症例において有意に高い傾向がみられた。

研究成果の概要（英文）：The frequency and factors of decline of tongue pressure in patients with 
head and neck cancer who underwent chemoradiotherapy were evaluated. All patients received SIB-VMAT 
with a total dose of 70 Gy/59.4 Gy/54 Gy in 33 fractions.
JMS Tongue Pressure Measurement Device (JMS Co., Ltd. Hiroshima, Japan) was used to measure tongue 
pressure. Decline of tongue pressure was defined as a decrease of 10% or more from baseline of 
tongue pressure. The incidence of decline of tongue pressure and the factors associated with the 
decline of tongue pressure were evaluated. 
The decline of tongue pressure was observed in 20 cases (40.0%, 20/50). The mean dose of the tongue,
 the percentage of the tongue receiving at least 40 Gy (V40), and V50 were significantly higher in 
the patients with decline tongue pressure than without decline tongue pressure. In multivariate 
analysis, V50 were significant factors for the occurrence of decline of tongue pressure. 

研究分野： 放射線腫瘍学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、頭頸部癌に対する根治的化学放射線治療後の晩期有害事象の一つである嚥下障害の要因を解析する研
究である。今回は、嚥下の第一相を担う舌機能について着目し、舌圧低下の頻度やその要因を解析するものであ
る。
本研究の結果により、放射線治療後の嚥下機能を回避できる可能性が高まり、頭頸部癌において形態的かつ機能
的に喉頭温存できる根治治療としての放射線治療を確立することができるため学術的・社会的意義は大きいと考
える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

 

現在、頭頸部癌に対する治療として、機能温存と形態温存が可能である放射線治療は重要な役

割を果たしている。また、局所進行喉頭癌に対する放射線治療と化学療法併用に関するランダム

化試験（RTOG91-11）では喉頭温存率と局所制御がシスプラチン同時併用群で良好であったとさ

れ、現在ではシスプラチンを併用する化学放射線治療が標準治療となっている。一方では、化学

療法と放射線治療の同時併用により急性期有害事象が増強するとされ、長期経過観察された場

合には誤嚥性肺炎といったがんおよび治療関連以外の死因で死亡するケースが多いと報告され

ている。 

放射線治療後の嚥下障害の発生には咽頭収縮筋の線量の関与が報告されている。また、舌 

癌に対する小線源治療後の舌萎縮や、外部放射線治療後に発生した舌萎縮の報告も存在し 

ており、嚥下障害には舌機能低下が関与していると考えられる。我々は、平成27年度科研費基盤

研究（C）課題番号：15K10010「ポリマーゲル線量計を用いた放射線治療における金属の影響解

析」において、三次元ポリマーゲル線量計を用いて金属周囲および金属間の線量分布の解析す

るファントム実験を行ってきた。この結果、金属表面の散乱線による高線量域の存在や、三次元治

療計画上の線量と実測線量で誤差が生じ、治療計画よりも10％以上の高い線量が照射されている

ことが明らかとなった。三次元治療計画装置では舌表面や舌深部の線量を正確に予測できていな

いため、副作用の増強などの臨床結果に関連している可能性があるが、過去の研究では放射線

治療後の舌運動機能について検討されたものはなく、舌運動機能としての耐容線量や機能障害

の要因は明らかになっていなかった。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、頭頸部放射線治療後の晩期障害である嚥下障害の原因として舌運動機能障害

に着目し、①舌運動機能障害の頻度、②要因の解明（線量との関連、急性粘膜障害との関連）、

③口腔内金属による影響を解明し、新たな線量制約を確立することにあった。 

 

３．研究の方法 

対象は、2019 年 11 月から 2023 年 9 月に兵庫医科大学病院放射線科で根治的放射線治療を行

った頭頸部癌 91 例である。 

放射線治療は強度変調放射線治療で行う。処方線量は、SIB-IMRTを用いて肉眼的腫瘍に対し70 

Gy、高リスクリンパ節領域に対し59.4 Gy、低リスクリンパ節領域に対し54 Gyを33分割で照射を行

った。化学療法（シスプラチン、カルボプラチンなど）の併用、分子標的薬（セツキシマブ）の併用に

ついては、当院の頭頸部腫瘍カンファレンスの方針に従う。治療計画装置のDVHを用いて舌の線

量評価を行った。舌圧測定は、JMS舌圧測定器を用いて、治療開始前と治療後は3か月毎に測定

する。口腔粘膜障害の程度は放射線治療終了時点で判定した。 

急性粘膜障害の評価は、CTCAE ver.3.0の粘膜炎/口内炎 (診察所見)を用いて評価した。以下

項目について評価を行った。①舌圧の変化（上昇、不変、低下）、②舌線量（最大線量、最少線

量、平均線量、DVH評価）、③粘膜障害（粘膜炎の推移、口腔内金属に接する部位の粘膜炎の程

度）、④治療計画用CT上の歯科金属によるアーチファクトの程度（なし、軽度、中等度、高度） 
 



４．研究成果 
 

全 91 例のうち、2023 年度末の時点で１年以上の経過観察できた 50 例を対象に評価した。 

1 例に誤嚥性肺炎、1 例に一時的な胃瘻依存を認めた。放射線治療後 RT 前・RT 後 6・12・18・24

ヶ月の舌圧の平均値は、それぞれ 34.8・34.5・34.8・35.0・34.9kPaであったが、50例中 20例（40.0%）

で、10%以上の舌圧低下がみられた。誤嚥性肺炎を呈した 1 例では舌圧が低下していた。胃瘻依

存が一時的であった症例では舌圧低下は認めなかった。 

臨床因子や口腔内金属については、舌圧低下発症に関連する有意な因子はなかったが、臼歯部

に金属が存在する場合に舌圧低下が多い傾向がみられた。舌圧が低下した群で、舌の平均線量、

V40Gy、V50Gy が有意に高かった。舌圧低下の要因解析として、単変量解析においては、基礎疾

患の有無、舌の平均線量、V50Gy が有意な因子であった。多変量解析の結果、V50Gy のみが舌

圧低下に至る有意な因子で、ROC 解析では V50Gy≧39.1%以上で舌圧低下を生じる要因となるこ

とが考えられた。 
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本研究の最終結果は、登録症例91例に対する2年間の経過観察が完了する2025年下半期に論文化する予定である。
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